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聞
く
耳
を
も
と
う
。

聞
く
人
に
な
ろ
う
。

い
と
う
せ
い
こ
う



消
費
文
化
に
育
て
ら
れ

消
費
文
化
に
幻
滅
し
た
世
代

　

こ
の
世
代
が
生
ま
れ
た
１
９
６
０
年
は
、
振
り
返

っ
て
み
れ
ば
戦
後
15
年
し
か
経
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
驚
か
さ
れ
る
。
ま
だ
社
会
に
は
戦
争
の
跡
が
残

っ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
子
ど
も
の
頃
の
記
憶
は
テ
レ

ビ
が
映
し
出
す
楽
し
げ
な
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
や
歌
謡

曲
歌
手（
ま
だ
ア
イ
ド
ル
と
い
う
言
葉
は
無
い
）、ア

ニ
メ
、
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
が
活
躍
し
て
い
た
こ
と
で
占

め
ら
れ
て
い
る
。
生
ま
れ
て
間
も
な
い
テ
レ
ビ
メ
デ

ィ
ア
が
創
成
期
特
有
の
破
天
荒
な
パ
ワ
ー
を
持
っ
て

い
た
時
代
に
幼
少
期
を
過
ご
し
、
心
の
一
番
深
い
と

こ
ろ
で
影
響
を
受
け
て
し
ま
っ
た
世
代
な
の
だ
。

　

そ
し
て
１
９
７
０
年
代
、中
学
～
高
校
と
い
う
多

感
な
時
期
に
入
る
と
、
輝
い
て
い
た
マ
ス
カ
ル
チ
ャ

ー
に
対
抗
す
る
よ
う
に
様
々
な
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

が
生
ま
れ
、
海
外
か
ら
も
輸
入
さ
れ
、
決
定
的
な
影

響
を
受
け
た
。
マ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
が
元
気
だ
っ
た
か

ら
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
元
気
だ
っ
た
時
代
な
の
で

あ
る
。
歌
謡
曲
も
聴
く
け
れ
ど
、
ロ
ッ
ク
に
も
は
ま

る
。
ト
レ
ン
デ
ィ
ド
ラ
マ
を
見
つ
つ
、
尖
っ
た
雑
誌

の
情
報
に
憧
れ
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
メ
デ
ィ
ア

を
通
じ
た
消
費
文
化
と
と
も
に
育
っ
た
世
代
、
と
い

う
の
が
１
９
６
０
年
生
ま
れ
の
原
風
景
に
な
る
の

だ
ろ
う
。

　

１
９
８
０
年
代
に
入
り
、
成
熟
化
社
会
と
よ
ば

2020年に60歳になる1960年生まれの
ライフヒストリー

れ
、
経
済
成
長
の
ス
ピ
ー
ド
は
緩
ま
り
、「
日
本
社

会
の
オ
ト
ナ
化
」が
進
む
は
ず
だ
っ
た
が
、
そ
う
は

な
ら
な
い
。１
９
８
５
年
プ
ラ
ザ
合
意
を
契
機
と
す

る
バ
ブ
ル
経
済
の
発
生
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
世

代
が
社
会
人
に
な
っ
た
こ
ろ
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
ブ

ー
ム
が
象
徴
す
る
よ
う
に
消
費
文
化
は
衰
え
る
ど

こ
ろ
か
隆
盛
を
極
め
、企
業
は
多
種
多
様
な
商
品
を

発
売
し
始
め
た
。
Ｄ
Ｃ
ブ
ラ
ン
ド
を
着
て
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ

に
乗
り
、
高
級
フ
レ
ン
チ
は
当
た
り
前
で
、
ク
リ
ス

マ
ス
は
彼
女
と
都
心
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。
な
ど
と
い

う
特
異
な
経
験
も
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
消
費

文
化
が
一
瞬
に
し
て
輝
き
を
失
う
経
験
も
。

　

若
者
が
車
を
持
た
な
い
こ
と
に
驚
き
つ
つ
も
、
そ

り
ゃ
そ
う
だ
よ
な
、
と
深
く
納
得
も
す
る
。
そ
ん
な

１
９
６
０
年
生
ま
れ
。
消
費
文
化
に
育
て
ら
れ
、
消

費
文
化
に
幻
滅
も
し
た
世
代
な
の
だ
。２
０
０
０
年

代
以
降
は
、
ス
マ
ホ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
生
活
に
入
っ
て
き
た
こ
と
が
、
世

代
を
超
え
て
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
き
た
。
そ
し
て
、

日
本
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
３
・１
１
東
日

本
大
震
災
。
こ
こ
か
ら
１
９
６
０
年
生
ま
れ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
意
識
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
も
う
少
し
で

還
暦
を
迎
え
よ
う
と
し
つ
つ
下
の
世
代
に
負
け
じ

と
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
使
い
こ
な
し
、「
社
会
」

へ
と
つ
な
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が
現
在
の
１

９
６
０
年
生
ま
れ
な
の
で
あ
る
。

f r o m  1 9 6 0  t o  2 0 2 0  L i f e  H i s t o r y

１
９
６
０
年	

誕
生（
ま
だ
自
宅
出
産
が
多
か
っ
た
）

１
９
６
０
年	

60
年
安
保
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
放

送
開
始

１
９
６
１
年	

四
日
市
ぜ
ん
そ
く
が
発
生

１
９
６
３
年	

力
道
山
が
赤
坂
ク
ラ
ブ
で
刺
殺

さ
れ
る

１
９
６
４
年	

東
海
道
新
幹
線
開
通
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

１
９
７
０
年	

10
歳（
自
我
が
出
来
始
め
る
こ
ろ
）

１
９
７
０
年	

大
阪
万
博
、
三
島
由
紀
夫
割
腹
自
殺
、
円
谷
英
二
死
去
、

エ
ノ
ケ
ン
死
去
、
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

１
９
７
１
年	

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
1
号
店
開
店
、
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
発
売

１
９
７
２
年	

沖
縄
返
還
、
あ
さ
ま
山
荘
事
件
、
パ
ン
ダ
来
日

１
９
７
３
年	

渋
谷
パ
ル
コ
開
店
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、『
ノ
ス
ト
ラ
ダ

ム
ス
の
大
予
言
』ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

１
９
７
４
年	

14
歳（
人
格
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
年
ご
ろ
）

１
９
７
４
年	

ル
バ
ン
グ
島
小
野
田
さ
ん
帰
国
、
三
菱
重
工
爆
破
事
件
、

田
中
角
栄
辞
任
、
気
象
庁
の
ア
メ
ダ
ス
運
用
開
始
、
コ

ン
ビ
ニ
1
号
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
豊
洲
店
オ
ー
プ
ン

１
９
７
５
年	

ニ
ュ
ー
ト
ラ
流
行

１
９
７
６
年	

「
お
よ
げ
！
た
い
や
き
く
ん
」大
ヒ
ッ
ト

１
９
７
８
年	

「
ス
ペ
ー
ス
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
」

ブ
ー
ム

１
９
７
９
年	

共
通
一
次
試
験
開
始
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
第
一
回
テ
ス
ト
開
催

１
９
８
０
年	

「
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
」
ブ
ー

ム

１
９
９
０
年	

30
歳（
つ
い
にD

on't trust over T
hirty

に
）

１
９
９
０
年	

三
井
銀
行
と
太
陽
神
戸
銀
行
が
合
併
し「
太
陽
神
戸
三

井
銀
行
」（
後
の
さ
く
ら
銀
行
、
現
在
は
三
井
住
友
銀
行
）

が
発
足

１
９
９
１
年	

バ
ブ
ル
崩
壊
、
ジ
ュ
リ
ア
ナ
東
京
オ
ー
プ
ン
、
宮
沢
り

え
ヘ
ア
ヌ
ー
ド『Santa Fe

』

１
９
９
２
年	

尾
崎
豊
死
去

１
９
９
３
年	

Ｊ
リ
ー
グ
開
幕
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
開
通
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
開
始

１
９
９
４
年	

ジ
ュ
リ
ア
ナ
東
京
閉
店

１
９
９
５
年	

阪
神
淡
路
大
震
災
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
、W

indow
s 

95
発
売

１
９
９
７
年	

東
電
Ｏ
Ｌ
殺
人
事
件
、
神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事
件

１
９
９
９
年	

ｉ
モ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
開
始

２
０
０
０
年	

40
歳（
不
惑
？
）

２
０
０
０
年	

「
Ｉ
Ｔ
革
命
」
が
新
語
・
流
行
語
大
賞
の
年
間
大
賞
を
受

賞
、
ユ
ニ
ク
ロ
フ
リ
ー
ス
大
ヒ
ッ
ト

２
０
０
１
年	

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
導
入
、
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
９
・
11

２
０
０
２
年	

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
日
韓
大
会
開
催

２
０
０
２
年	

ア
ザ
ラ
シ
の
タ
マ
ち
ゃ
ん

２
０
０
３
年	

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
で
ス
タ
ー

ト
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
竣
工

２
０
０
５
年	

堀
江
貴
文
ラ
イ
ブ
ド
ア
・
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
買
収
～
失
敗
、

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」が
日
本
企
業
に
浸
透

２
０
０
７
年	

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
導
入
、YouTube

日
本
版

２
０
０
８
年	

iP
hone

発
売
、Tw

itter

日
本
版
、Facebook

日

本
版
サ
ー
ビ
ス
開
始
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
年
越
し

派
遣
村

２
０
１
０
年	

50
歳（
昔
な
ら
寿
命
だ
っ
た
歳
に
）

２
０
１
０
年	

尖
閣
諸
島
中
国
漁
船
衝
突
事
件
、
4
月
〜
6
月
期
の
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ド
ル
ベ
ー
ス
に
て
日
本
は
中
国
に
抜
か
れ
て

世
界
3
位
に
、iP

ad

発
売

２
０
１
１
年	

東
日
本
大
震
災

２
０
１
２
年	

第
二
次
安
倍
内
閣
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
竣
工
、
尖
閣

諸
島
国
有
化

２
０
１
３
年	

サ
イ
ゼ
リ
ヤ
国
内
１
０
０
０
店
舗
出
店
を
達
成

２
０
１
６
年	

年
金
改
革
法
成
立

２
０
１
９
年	

新
元
号　

１
９
６
０
年
生
ま
れ
の
新
天
皇
誕
生

２
０
２
０
年	

60
歳（
カ
ン
レ
キ
！
）

１
９
８
２
年	

22
歳（
社
会
人
に
な
る
こ
ろ
）

１
９
８
２
年	

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
発
売
、
東
北
新
幹
線
大
宮
～
盛
岡
間
、

上
越
新
幹
線
大
宮
～
新
潟
間
開
業
、
Ｃ
Ｄ
発
売

１
９
８
３
年	

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園
、
任
天
堂
フ
ァ
ミ
コ
ン

発
売
、
Ｄ
Ｃ
ブ
ラ
ン
ド
ブ
ー
ム

１
９
８
４
年	

ア
ッ
プ
ル「
１
９
８
４
」Ｃ
Ｍ

１
９
８
５
年	

プ
ラ
ザ
合
意

１
９
８
６
年	

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行

１
９
８
７
年	

安
田
火
災
が
ゴ
ッ
ホ
の「
ひ
ま
わ
り
」を
53
億
円
で
落
札
、

国
鉄
民
営
化
～
Ｊ
Ｒ
へ

１
９
８
８
年	

東
京
ド
ー
ム
完
成
、
渋
カ
ジ

１
９
８
９
年	

昭
和
天
皇
崩
御
、「
平
成
」へ

	

手
塚
治
虫
死
去
、
松
下
幸
之
助
死
去

● 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
開
始（
61
）● 

Ｔ
Ｖ「
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
」
放
映
開
始
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日
、
ジ
ョ
ン
・

コ
ル
ト
レ
ー
ン
来
日
、
ス
パ
イ
ダ
ー
ス「
夕
陽
が
泣
い
て

い
る
」ヒ
ッ
ト
、「
笑
点
」開
始（
66
）● 

リ
カ
ち
ゃ
ん
人

形
発
売（
67
）● 

週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
創
刊（
68
）● 

「
サ

ザ
エ
さ
ん
」
ア
ニ
メ
放
映
開
始
、
ド
リ
フ「
8
時
だ
ョ
！

全
員
集
合
」開
始
、
ベ
ル
ボ
ト
ム
ジ
ー
ン
ズ
流
行（
69
）

● 

ロ
ン
ド
ン
ブ
ー
ツ
発
売
、「
ア
ン
ア
ン
」
創
刊
、
ビ
ー

ト
ル
ズ
解
散（
70
）● 

「
天
才
バ
カ
ボ
ン
」Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
開

始
、
Ｔ
Ｖ「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」開
始
、
レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ

リ
ン
初
来
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」

開
始（
71
）
● 

「
太
陽
に
ほ
え
ろ
」

開
始（
72
）
● 

「
エ
ル
ヴ
ィ
ス
・
イ

ン
・
ハ
ワ
イ
」衛
星
中
継
、
萩
尾
望

都『
ポ
ー
の
一
族
』、
映
画「
日
本

沈
没
」（
73
）

● 

シ
ョ
ー
ケ
ン
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ「
傷
だ
ら
け
の
天
使
」（
74
）

● 

コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
第
1
回
動
員
数
７
０
０
名

（
75
）
● 

雑
誌「
ポ
パ
イ
」
発
刊
、「
ス
タ
ジ
オ
ボ
イ
ス
」

発
刊
、ピ
ン
ク
・
レ
デ
ィ
ー
デ
ビ
ュ
ー（
76
）● 

セ
ッ
ク
ス
・

ピ
ス
ト
ル
ズ「
勝
手
に
し
や
が
れ
‼
」（
77
）
● 

「
ザ
・
ベ

ス
ト
テ
ン
」放
映
開
始
、
Ｙ
Ｍ
Ｏ
デ
ビ
ュ
ー
、
マ
ン
ガ『
う

る
星
や
つ
ら
』連
載
開
始
、サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ「
勝

手
に
シ
ン
ド
バ
ッ
ド
」（
78
）
● 

ボ
ブ
・
マ
ー
リ
ー
来
日

（
79
）● 

湯
村
輝
彦
・
糸
井
重
里『
情
熱
の
ペ
ン
ギ
ン
ご
は

ん
』〜
ヘ
タ
ウ
マ
ブ
ー
ム
へ（
80
）● 

「
オ
レ
た
ち
ひ
ょ
う

き
ん
族
」「
ベ
ス
ト
ヒ
ッ
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
」開
始
、
寺
尾
聰「
ル

ビ
ー
の
指
輪
」（
81
）

● 

ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン
ズ
初
来
日（
90
）● 

ト
レ
ン

デ
ィ
ド
ラ
マ
全
盛
、ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ「
ネ
バ
ー
・
マ
イ
ン
ド
」

（
グ
ラ
ン
ジ
台
頭
）、ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ブ
ー
ム「
Ｗ

Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｄ
」（
91
）
● 

ギ
ャ
ル
系
雑
誌『
ｅ
ｇ
ｇ
』
創
刊

（
95
）● 

松
田
聖
子「
あ
な
た
に
逢
い
た
く
て
」、
パ
ソ
コ

ン
通
信
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
会
員
２
０
０
万
人（
96
）● 

「
も

の
の
け
姫
」ヒ
ッ
ト
、
少
年
ジ
ャ
ン
プ『O

N
E P
IEC
E

』

連
載
開
始
、「
失
楽
園
」ブ
ー
ム（
97
）● 

糸
井
重
里「
ほ

ぼ
日
刊
イ
ト
イ
新
聞
」
を
開
設（
98
）
● 

ベ
ル
リ
ン「
ラ

ブ
パ
レ
ー
ド
」
動
員
数
ピ
ー
ク

１
５
０
万
人（
99
）

● 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
が
開
園
、「
千

と
千
尋
の
神
隠
し
」
が
興
行
収
入
・
観
客
動
員
数
と
も
に

日
本
映
画
の
歴
代
最
多
記
録
を
更
新
、
初
メ
イ
ド
カ
フ
ェ

開
店（
01
）● 

養
老
孟
司『
バ
カ
の
壁
』、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
シ

ン
グ
ル「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」大
ヒ
ッ
ト（
03
）● 

「
冬

の
ソ
ナ
タ
」（
第
一
次
韓
流
ブ
ー
ム
）、
コ
ミ
ケ
動
員
数
初

の
50
万
人
超（
04
）● 

Ａ
Ｋ
Ｂ
48
誕
生（
05
）

● 

『
も
し
高
校
野
球
の
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
ド
ラ
ッ

カ
ー
の「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
読
ん
だ
ら
』ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

（
10
）● 

「
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
」
発
売（
13
）●　
「
笑
っ
て
い

い
と
も
！
」
放
送
終
了（
14
）● 

ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン 

ノ
ー

ベ
ル
文
学
賞
受
賞
、「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」発
表
、
映
画「
君

の
名
は
。」「
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
」
ヒ
ッ
ト（
16
）
● 

安
室
奈

美
恵
が
引
退
発
表
、
ベ
ス
ト
ア
ル
バ
ム
が
大
ヒ
ッ
ト（
17
）

● 

『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー（
18
）

● 
タ
モ
リ「
笑
っ
て
い
い
と
も
！
」開
始（
82
）● 

哲
学
書
・

浅
田
彰「
構
造
と
力
」の
異
例
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
ニ
ュ
ー

ア
カ
ブ
ー
ム
、
西
武
百
貨
店
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー「
お
い
し

い
生
活
」の
糸
井
重
里
を
は
じ
め
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
ブ
ー

ム
、六
本
木
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
開
店
、映
画「
ワ
イ
ル
ド
ス
タ
イ
ル
」

の
ヒ
ッ
ト
と
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー（
83
）● 

『
金
魂

巻
』ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、「
○
金
○
ビ
」が
第
1
回
流
行
語
大

賞
を
受
賞（
84
）● 

Ｕ
Ｓ
Ａ
フ
ォ
ー
・
ア

フ
リ
カ「
ウ
ィ
・
ア
ー
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
」、

い
と
う
せ
い
こ
う『
業
界
く
ん
物
語
』

（
85
）● 

「
ト
ッ
プ
ガ
ン
」（
86
）● 
マ
イ

ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
来
日
、
映
画「
私
を

ス
キ
ー
に
連
れ
て
っ
て
」（
87
）

時　

事

カ
ル
チ
ャ
ー

◎
写
真
提
供
：
代
々
木
在
住
Ｓ
さ
ん
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しぶや
ボラセン

03-5457-2200
「渋カツナビをみた」
とお伝えください

ボランティア求む
いろんな活動がカンレキを迎えるあなたの参加を待っています。

掲示板
A

“話す声”を貸してください。 「朗読ボランティア けやき」

社会復帰をカフェでサポート。 「みどり工房」

ごはんは作るのも好きだから。 「えびす・ぱれっとホーム」

現場で磨いたワザがある。 「サービスグラント」 ※ホームページあり

シブヤのミライのチカラに。 「渋谷未来デザイン」 ※ホームページあり

目の不自由な方々のために、声による情報を
提供する活動です。必要とされる方々のニー
ズに応えるよう音訳の技量向上をめざして
います。

精神科に通院しながら社会復帰を目指す
方々が「仕事の練習」をする場所です。コミ
ュニティカフェも運営しています。

知的障がいの人たちの「働く」「暮らす」「遊
ぶ」を総合的にサポートしている「NPO法人
ぱれっと」。その「暮らす」場が「えびす・
ぱれっとホーム」（渋谷区東2-11-4）です。

ビジネススキルや専門知識を活かしてNPO
や地域活動団体を支援するボランティア「プ
ロボノ」のプロジェクトを企画・運営してい
る団体です。

渋谷区が掲げる「ちがいをちからに変える
街」という基本構想を実現するために、産官
学民連携で設立された組織です。オープンイ
ノベーションで社会的課題の解決策をデザ
インしています。

★総合ケアコミュニティ「せせらぎ」および「美竹の
丘・しぶや」での目の不自由な方々のための朗読ボラン
ティアを募集しています。

★カフェでの仕込みや片付け、工房での自主製品づく
りのお手伝いや配達、メンバーのためのお昼ご飯づく
りなどのボランティアを募集しています。

★入居者の夕食づくり（主に平日の夜、10食程度の買
い出しから調理まで）を手伝ってくださる料理ボラン
ティアを募集しています（月1回でも歓迎）。

★専門スキルを持った社会人ボランティアを募集して
います（登録のプロボノワーカーたちがチームを組ん
で様々な団体の活動を支援しています）。

★SIW〜ソーシャル・イノベーション・ウィーク渋谷な
ど、当団体関連のイベントをサポートしていただくボ
ランティアを募集しています。

も
う
じ
き

六
十
を
迎
え
る

オ
レ
た
ち
へ

渋
谷
で
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
っ
て
趣
旨
の
冊
子
の
取
材
だ
か
ら

一
見
遠
い
話
な
ん
だ
け
ど
、
こ
の
２
、３
年
、「
国
境
な
き
医
師
団
」
の
世
界
の
キ
ャ

ン
プ
を
回
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。「
国
境
な
き
医
師
団
」
っ
て
い
う
と
医
師
と
看
護

師
だ
け
の
集
団
か
と
思
わ
れ
て
る
ん
だ
け
ど
全
然
ち
が
う
わ
け
。
た
ま
た
ま
彼
ら
と

会
う
機
会
が
あ
っ
て
話
を
聞
い
た
ら
も
う
知
ら
な
い
こ
と
ば
っ
か
り
で
。
じ
ゃ
あ
僕

が
宣
伝
隊
長
を
や
り
ま
し
ょ
う
っ
て
申
し
出
た
ん
で
す
よ
。
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聞
く
耳
を
も
と
う
。

聞
く
人
に
な
ろ
う
。

い
と
う
せ
い
こ
う



様々
な
種
類
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
世
界
中

か
ら
集
ま
っ
て
く
る
。
六
〇
過
ぎ
も
多
い

で
す
よ
。
ギ
リ
シ
ャ
の
海
で
難
民
見
つ
け
て
船
で

救
い
上
げ
て
る
よ
う
な
人
た
ち
の
中
に
も
い
る

し
。
で
も
僕
の
よ
う
な
タ
イ
プ
に
で
き
る
の
は
書

く
こ
と
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
実
際
に
ど
ん
な
活
動
を

し
て
い
る
か
伝
え
る
こ
と
で
寄
付
が
集
ま
る
と
い

い
な
と
思
っ
て
や
っ
て
る
わ
け
。

　

若
い
頃
は
人
助
け
と
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

あ
ま
り
関
わ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
世
代
か
も
し
ん

な
い
け
ど
、
自
分
の
意
志
で
人
を
救
い
た
い
と
思

う
気
持
ち
は
、
わ
れ
わ
れ
の
中
に
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん

芽
生
え
て
い
る
は
ず
だ
よ
ね
。

す
で
に「
プ
レ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」で
は
あ
る

　

そ
れ
は
ね
、
３
１
１
な
ん
で
す
よ
。
ど
う
考
え

て
も
、
日
本
を
、
わ
れ
わ
れ
を
変
え
た
の
は
。
あ

の
年
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
だ
も
ん
、
や
っ
ぱ
り
。

阪
神
淡
路
の
と
き
は
、
そ
う
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

っ
て
も
の
が
あ
る
ん
だ
、
こ
ん
な
大
勢
の
人
た
ち

が
集
ま
る
ん
だ
っ
て
思
っ
た
ぐ
ら
い
だ
っ
た
け

ど
、
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
あ
と
は
、
す
ぐ

い
う
と
傾
聴
。と
に
か
く
熱
心
に
聞
い
て
あ
げ
る

っ
て
こ
と
な
ん
だ
っ
て
。
い
ま
の
世
の
中
、自
己

承
認
欲
求
だ
け
が
肥
大
化
し
て
自
分
の
こ
と
を

し
ゃ
べ
る
ば
っ
か
で
聞
い
て
あ
げ
る
っ
て
こ
と

が
で
き
な
い
じ
ゃ
な
い
。そ
れ
で
僕
も
国
境
な
き

医
師
団
を
見
に
行
く
っ
て
い
う
連
載
の
主
題
を

だ
ん
だ
ん
固
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。僕
が
世

界
の
平
和
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど

も
、世
界
の
平
和
か
ら
こ
ぼ
れ
ち
ゃ
っ
た
人
ひ
と

り
の
話
は
な
る
べ
く
そ
こ
に
い
ら
れ
る
時
間
い

っ
ぱ
い
聞
く
こ
と
に
し
よ
う
っ
て
。

　

た
だ
聞
く
だ
け
な
ん
て
、そ
ん
な
の
は
何
で
も

な
い
っ
て
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
な
ん
だ
け
ど
、

そ
の
人
に
と
っ
て
は
や
っ
ぱ
り
傾
聴
さ
れ
る
っ

て
い
う
こ
と
が
プ
ラ
イ
ド
を
取
り
戻
す
ひ
と
つ

の
糧
に
な
っ
て
い
る
の
は
わ
か
る
ん
で
す
よ
ね
。

キ
ャ
ン
プ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
っ
て
足
り

な
い
の
は
テ
ン
ト
で
す
か
毛
布
で
す
か
っ
て
回

答
を
求
め
る
よ
り
も
、い
ま
夜
は
何
が
た
い
へ
ん

で
す
か
っ
て
、そ
こ
に
い
る
シ
リ
ア
難
民
の
人
に

聞
く
こ
と
が
、人
間
と
し
て
す
ご
く
大
事
な
こ
と

な
ん
だ
な
っ
て
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

わ
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
プ
レ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
み
た

い
な
段
階
に
あ
る
人
た
ち
も
３
１
１
を
契
機
に

た
く
さ
ん
う
ま
れ
て
い
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
が
六

〇
前
の
こ
の
世
代
に
と
っ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
原
点
み
た
い
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。

　

プ
レ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
オ
レ
た
ち
の
た
め
の
受

け
皿
が
あ
る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
だ
よ
ね
。
渋
谷

は
羨
ま
し
が
ら
れ
る
く
ら
い
プ
レ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
皿
が
た
く
さ
ん
あ
る
場
所
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
渋
谷
は
発
信
源
に
な
り
た
が
る
し
、
な
り
や

す
い
し
、
な
っ
て
し
か
る
べ
き
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

じ
ゃ
な
い
。ひ
と
つ
成
功
例
が
で
き
る
こ
と
で
、同

じ
こ
と
が
日
本
全
国
に
広
が
っ
て
い
く
。
そ
の
流

れ
を
起
こ
す
こ
と
が
い
ち
ば
ん
大
事
。
渋
谷
か
ら

全
国
へ
、
そ
し
て
世
界
へ
！
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
。

傾
聴
に
よ
っ
て
人
は
プ
ラ
イ
ド
を
取
り
戻
す

　

い
っ
し
ょ
に
バ
ン
ド
を
や
っ
て
い
る
星
野
概
念

っ
て
い
う
精
神
科
医
が
い
て
、
前
に
彼
と
対
談
し

た
と
き
出
て
き
た
の
が「
傾
聴
」っ
て
い
う
概
念
だ

っ
た
の
ね
。
彼
ら
精
神
科
医
が
何
を
す
る
か
っ
て

渋谷区の傾聴ボランティア牧明夫さん（⇒10ページ）

いとうせいこう　
1961年３月生まれ。作家、クリエーターとして、活字・映像・音楽・舞
台など、多方面で活躍。著書に『ノーライフキング』、みうらじゅん氏との
共著『見仏記』、星野概念氏との対談集『ラブという薬』など。3.11の体
験からうまれた小説『想像ラジオ』は2014年の芥川賞候補に。昨年『国
境なき医師団を見に行く』第一弾を出版。30年来、渋谷が活動拠点。

に
駆
け
つ
け
た
人
た
ち
が
僕
の
周
り
に
も
い
て
。

バ
ン
ド
の
連
中
が
ト
ラ
ッ
ク
に
ガ
ン
ガ
ン
荷
物

積
ん
で
、し
か
も
非
常
に
危
険
な
状
態
な
の
に
現

地
に
入
っ
て
行
っ
た
ん
で
す
よ
。
奴
ら
は
立
派

だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
素
晴
ら
し
い
。
け
ど
、
五

〇
を
過
ぎ
た
オ
レ
に
は
何
が
で
き
る
？ 

　

や
っ
ぱ
り
少
し
歳
が
上
だ
よ
ね
。ト
ラ
ッ
ク
に

物
を
積
ん
で
ガ
ン
ガ
ン
行
く
っ
て
い
う
体
力
に

は
ち
ょ
っ
と
足
り
な
く
な
っ
て
い
る
自
分
と
い

う
も
の
に
何
が
で
き
る
？ 

経
済
的
な
寄
付
と
か

何
か
書
く
こ
と
で
世
論
に
貢
献
す
る
と
か
そ
ん

な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
み
た
い
な
こ
と
ぐ
ら
い
し
か

で
き
な
い
じ
ゃ
ん
？ 

も
ど
か
し
い
思
い
な
ん
だ

け
ど
、そ
ん
な
気
持
ち
を
も
っ
た
こ
と
も
大
事
だ

っ
た
ん
だ
よ
ね
。

　

た
ぶ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と「
プ
レ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
行
け
る
人
た
ち
は
素
晴
ら
し
い
し
、ど
ん
な
条

件
だ
っ
て
行
け
る
人
は
行
く
ん
だ
ろ
う
。で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
行
け
な
い
け
れ
ど
、自
分
に
も

そ
の
意
志
は
あ
る
。
だ
け
ど
、ど
う
い
う
ふ
う
に

生
活
の
中
で
そ
れ
を
行
動
に
移
せ
ば
い
い
の
か

7 6

福島でも、シリアでも、渋谷でも。
聞く耳をもとう。聞く人になろう。



話
を
聞
き
に
行
こ
う

　

去
年
か
ら
月
に
一
回
福
島
に
行
っ
て
ん
の
。東

京
新
聞
の「
話
を
聞
き
に
、
福
島
へ
」っ
て
わ
か

り
や
す
い
タ
イ
ト
ル
の
連
載
で
、そ
う
、傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
ん
の
。基
本
的
に
記
事
は

も
う
僕
は
書
か
な
い
ん
で
す
よ
。僕
の
言
葉
は
な

る
べ
く
入
れ
な
く
て
い
い
か
ら
っ
て
い
う
方
針

で
。
大
事
な
こ
と
は
、東
京
に
い
る
人
間
が
聞
く

耳
を
持
た
な
い
な
ん
て
こ
と
は
な
い
よ
っ
て
こ

と
を
伝
え
た
い
わ
け
。見
た
こ
と
あ
る
よ
う
な
東

京
の
あ
の
人
が
福
島
に
来
て
い
ろ
ん
な
人
の
話

聞
い
て
く
れ
る
ん
だ
っ
て
、少
な
く
と
も
思
っ
て

ほ
し
い
。
そ
の
た
め
の
そ
れ
は
連
載
な
の
よ
。

　

や
っ
ぱ
り
自
分
の
こ
と
ば
っ
か
り
し
ゃ
べ
っ

て
き
た
よ
う
な
世
代
で
し
ょ
、
わ
れ
わ
れ
は
。
わ

ー
わ
ー
言
っ
て
さ
、新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
が
な
ん

だ
と
か
言
っ
て
さ
。も
う
そ
ろ
そ
ろ
人
の
話
も
聞

い
た
ほ
う
が
い
い
よ
。み
う
ら
じ
ゅ
ん
が
言
っ
て

る
も
ん
、「
愛
さ
れ
る
老
人
に
な
ら
な
い
と
ダ
メ
。

介
護
し
て
も
ら
え
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
」（
笑
）

　

自
分
の
こ
と
ば
っ
か
り
し
ゃ
べ
っ
て
る
愛
さ
れ

な
い
老
人
は
介
護
に
人
が
来
て
く
れ
な
い
よ
。
人

の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
い
て
く
れ
る
い
い
お
じ
い

ち
ゃ
ん
だ
っ
た
ら
話
し
に
来
る
も
ん
若
い
奴
ら
も
。

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
い
う
け
ど
、そ
れ
が

あ
ら
ゆ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
入
り
口
。ま
さ
に
傾

聴
と
い
う
こ
と
が
プ
レ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
か

も
し
れ
な
い
ね
。
こ
の「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
求
む
」

（
４
Ｐ
）の
中
に
は
出
て
こ
な
い
け
ど
、よ
ー
く
考

え
た
ら
、も
う
す
で
に
や
っ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た

り
す
る
よ
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
に
関
わ
り
た
い

と
、
み
ん
な
ど
こ
か
で
思
っ
て
る
よ
ね
。

　

決
し
て
難
し
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
。い
ろ
ん
な
人

が
や
れ
る
こ
と
。そ
れ
が
相
手
の
気
持
ち
を
癒
す

ん
だ
っ
た
ら
こ
ん
な
ス
ゴ
イ
こ
と
は
な
い
で
す

よ
。「
九
〇
歳
ヒ
ア
リ
ン
グ
」（
15
Ｐ
）っ
て
い
う

の
を
や
っ
て
る
ん
で
す
ね
？　

こ
れ
も
い
い
よ

ね
ぇ
。渋
谷
が
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
信
源
に

な
れ
た
ら
素
晴
ら
し
い
じ
ゃ
な
い
。

　

ま
さ
し
く
傾
聴
。
出
て
く
る
の
を
待
っ
て
い

る
。
し
ば
ら
ー
く
聞
い
て
る
と
、ほ
ん
と
出
て
く

る
も
ん
ね
。
福
島
で
も
シ
リ
ア
で
も
渋
谷
で
も
。

　

ず
ー
っ
と
待
っ
て
、
聞
い
て
る
よ
。

（
二
〇
一
八
年
十
一
月
十
三
日
）

六
十
に
し
て
、

愛
を
知
る
！

特 集

しぶや
ボラセン

03-5457-2200
「渋カツナビをみた」
とお伝えください

●	2020年に60歳になる
	 1960年生まれのライフヒストリー ........................................................................  P2 
●	聞く耳をもとう。聞く人になろう。
	 いとうせいこうさんインタビュー .............................................................................  P5
●	ボランティア求む〜渋カツナビ掲示板................................................... P4、P21

01 始めに「傾聴ボランティア」ありき ..................................................................  P10
02 日本赤十字社医療センター「院内ボランティア」 .....................................    P12
03 発達障害者のための就労支援「GFTD WORKS」 ................................... P16

ボランティアに関する

問い合わせは何でも！

9 8



ボランティアのあるところ「傾聴」あり。

ひたすら待つ。相手が心ひらくまで。

なるほど「愛は忍耐強い」のだ。

あ
ら
ゆ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
窓
口
に
な
る

「
し
ぶ
や
ボ
ラ
セ
ン
」で
は
、様
々
な
講
座

や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
昨
今
と
く

に
人
気
を
博
す
の
が「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

で
す
。
同
様
の
講
座
は
日
本
中
の
自
治
体
で
行
わ

れ
て
お
り
、「
傾
聴
」は
全
国
的
に
静
か
な
ブ
ー
ム

と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　

ブ
ー
ム
の
直
接
の
き
っ
か
け
は
東
北
の
震
災

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
以
前
は「
話
し
相
手

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
ま

し
た
が
、
い
と
う
せ
い
こ
う
さ
ん
の
お
話
に
あ
る

よ
う
に
被
災
者
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
の
大

切
さ
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
地
域

で
も
、話
し
合
う
よ
り「
聞
く
こ
と
」に
特
化
し
た

「
傾
聴
」に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
比
重
が
シ
フ
ト
し
て

い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

渋
谷
区
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
は
例
年

３
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
て
、
今
年

も
秋
に
実
施
予
定
。
区
内
の
高
齢
者
施
設
な
ど
で

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
る
た
め
の
知
識
や

心
構
え
を
学
び
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
、
ボ
ラ
セ

ン
ま
で
お
電
話
を
ど
う
ぞ
。
も
っ
と
も
こ
の
講
座

を
受
講
し
な
く
て
も
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
を
始
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
の
で
、
い
ず

れ
に
せ
よ
お
電
話
を
。
ボ
ラ
セ
ン
で
は
、
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
り
た
い
あ
な
た
と
、
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
来
て
も
ら
い
た
い
施
設
や
個
人
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

●

「
自
分
は
こ
れ
ま
で
人
に
話
を
す
る
こ
と
ば
っ
か

り
や
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
人
の
話
を
聞
く
こ
と
は

あ
ん
ま
り
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
」

　

退
職
後
の
生
活
に
つ
い
て
思
い
め
ぐ
ら
し
て
い

た
と
き
に
、
ふ
と
そ
ん
な
考
え
が
心
に
浮
か
ん
だ

と
い
う
牧
明
夫
さ
ん
。
代
々
木
公
園
の
近
く
に
お

住
ま
い
の
牧
さ
ん
は
、
渋
谷
で
活
動
さ
れ
る
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
人
で
す
。こ
の
３
年
ほ
ど
、お

近
く
の「
あ
や
め
の
苑
」
に
毎
週
欠
か
さ
ず
足
を

運
ば
れ
て
い
ま
す
。
人
の
話
を
ゆ
っ
く
り
聞
く
と

い
う
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
き

に
、
た
ま
た
ま
区
報
で「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
」の
こ
と
を
知
り
、あ
っ
、こ
れ
が
自
分
の
や
り

た
か
っ
た
こ
と
だ
！
と
小
躍
り
し
な
が
ら
受
講

さ
れ
た
の
が
３
年
前
で
し
た
。

　

決
し
て
聞
き
分
け
の
い
い
受
講
生
で
は
な
か
っ

た
と
笑
う
牧
さ
ん
で
す
が
、
ほ
ど
な
く
ボ
ラ
セ
ン

か
ら
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
あ
や
め
の
苑
へ
の〝
出
動
〟

依
頼
が
。自
分
に
つ
と
ま
る
か
不
安
で
し
た
が
、週

に
一
度
で
よ
け
れ
ば
と
い
う
条
件
で
引
き
受
け
る

こ
と
に
。
講
座
で
叩
き
込
ん
だ「
ひ
た
す
ら
じ
っ

と
待
ち
な
さ
い
」と
い
う
傾
聴
の
基
本
を
胸
に
、右

も
左
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
た
だ
黙
っ
て
い

て
も
、
お
年
寄
り
は
か
ん
た
ん
に
は
心
を
ひ
ら
き

ま
せ
ん
。と
っ
か
か
り
は
ジ
ク
ソ
ー
パ
ズ
ル
。「
パ

ズ
ル
を
や
り
ま
せ
ん
か
」
と
声
を
か
け
、
い
っ
し

ょ
に
手
を
動
か
し
て
い
る
う
ち
に
、
お
話
さ
れ
る

方
が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
半
年
も

す
る
と
、
話
す
の
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
る
様
子

が
感
じ
取
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

「
み
な
さ
ん
、
た
い
へ
ん
な
御
苦
労
を
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
楽
し
そ
う
に
話
さ
れ
る
ん
で
す
ね
」

　

も
ち
ろ
ん
人
の
役
に
立
ち
た
く
て
始
め
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
あ
や
め
の
苑
へ
の
週
に
一
度

の
訪
問
が
今
で
は
す
っ
か
り
生
活
の
中
心
を
占
め
、

牧
さ
ん
ご
自
身
の
生
き
甲
斐
と
な
り
ま
し
た
。

できるだけ男性のお話を聞くようにしています。女性
は気の合った方同士でおしゃべりされていますが、男
性は一人で黙っておられる方が多いので。

始めに「傾聴ボランティア」ありき

還暦や定年を機に渋谷区民を地域活動に誘う「渋カツナビ」。今号の特集テーマは、「六十
にして愛を知る」。やがて６０を迎えるこの世代が、まだ愛を知らないというつもりはあ
りません。むしろいろんな愛のかたちを謳歌してきた世代かもしれませんね。でも、地域
に出て、ボランティアとして人と会うことで、はじめて知る愛もあるでしょう。そんな素
朴な期待から、人のこころと触れ合う愛のボランティアの現場をいくつかご紹介します。
まずはじめは「傾聴ボランティア」。傾聴は、あらゆるボランティアに求められる大切なス
キル。まさにボランティアの入口と言えますが、聖書にある「愛は忍耐強い」を学ばされ
る、奥の深いボランティアの王道なのです。

01

しぶや
ボラセン

03-5457-2200
「渋カツナビをみた」
とお伝えください

11 10



しぶや
ボラセン

03-5457-2200
「渋カツナビをみた」
とお伝えください

赤ちゃんから終末期の患者さんまで、

みんなの病院生活をちょっと良くする

院内ボランティア。

こ
こ
は
広
尾
の
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン

タ
ー（
通
称
、日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
）。
専

門
的
な
が
ん
診
療
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
高
度

医
療
を
提
供
す
る
地
域
医
療
の
中
核
と
な
る
総

合
病
院
で
す
。

　

診
療
科
数
40
、
病
床
数
７
０
０
以
上
を
数
え
る

大
病
院
で
す
が
、
こ
こ
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活

躍
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
サ
ポ
ー
ト
を
一
手
に
担
う
千
葉
修

一
さ
ん
の
案
内
で
、「
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
活

動
現
場
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
？

　

患
者
さ
ん
が
少
し
で
も
良
い
状
態
で
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
病
院
を
利
用
す
る

人
々
に
サ
ー
ビ
ス（
医
療
行
為
で
は
な
い
）を
提
供

す
る
こ
と
。
こ
れ
が
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割

で
す
。
お
医
者
さ
ん
や
看
護
師
さ
ん
、
そ
の
他
の

ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

病
院
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
老
若
男
女
４
０

０
名
を
超
え
る
人
々
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

定
年
後
も
人
と
接
す
る

機
会
が
つ
く
り
た
く
て

　

き
っ
か
け
を
こ
う
語
る
の
は
、
院
内
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
３
年
目
の
村
地
成
美
さ
ん
で
す
。
65
歳
で
退

職
す
る
に
あ
た
っ
て
、
お
勤
め
先
の
企
業
が
運
営

に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
紹
介
で
活
動

を
は
じ
め
た
村
地
さ
ん
。「
定
年
後
ま
で
働
き
た

く
は
な
い
け
ど
、
人
と
の
接
点
は
ほ
し
い
し
、
誰

か
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
、
数
あ
る
紹
介
先
か
ら

こ
ち
ら
を
選
ん
だ
そ
う
。

　

村
地
さ
ん
が
担
当
さ
れ
て
い
る
の
は
、
外
来
と

図
書
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
外
来
で
は
、
再
来
受

付
や
支
払
い
な
ど
の
機
械
操
作
の
サ
ポ
ー
ト
や
、

車
椅
子
の
方
が
移
動
す
る
お
手
伝
い
な
ど
、
外
来

エ
リ
ア
で
の
困
り
ご
と
の
対
応
に
エ
プ
ロ
ン
姿
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
活
躍
。
患
者
さ
ん
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
本
な
ど
が
ず
ら
り
と
な
ら
ぶ
図
書
室
で

は
、
蔵
書
の
貸
出
や
新
着
図
書
の
登
録
作
業
な
ど

を
担
っ
て
い
ま
す
。

 

「
お
手
伝
い
を
し
て
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と

が
嬉
し
い
で
す
ね
。
よ
そ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ

し
て『
か
わ
い
い
で
す
ね
』な
ん
て
言
う
こ
と
も
他

で
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
」。院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

魅
力
を
語
る
村
地
さ
ん
の
目
は
、
と
て
も
穏
や
か

で
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
え
る
場
所

　

と
こ
ろ
変
わ
っ
て
敷
地
内
に
併
設
さ
れ
た
附

属
乳
児
院
で
も
、
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。「
お
子
さ
ん
た
ち
は
や
っ
ぱ
り
か
わ

い
い
で
す
し
、
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
く
の
を
間

近
で
み
る
の
も
楽
し
く
て
。
一
週
間
会
わ
な
い
と
、

で
き
る
こ
と
も
変
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
」
と
語
る

の
は
、
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
４
年
目
の
荻
原
靖
子

さ
ん
。
現
在
は
１
歳
の
か
い
と
く
ん（
仮
称
）の
遊

び
相
手
や
昼
ご
は
ん
の
お
世
話
な
ど
を
週
に
一
度

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
る
ま
で
は
、
乳

児
院
の
中
の
様
子
も
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
荻

原
さ
ん
。「
最
初
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
不
安
も

あ
り
ま
し
た
。
だ
け
ど
や
っ
ぱ
り
慣
れ
で
し
ょ
う

か
」と
き
っ
ぱ
り
。「
お
子
さ
ん
た
ち
か
ら
は
す
ご

日本赤十字社医療センター
「院内ボランティア」

お母さんのおなかの中にいる赤ちゃんから、終末期の患者さんまで。必要とする医療行為は違えども、
病院での時間をすこしでも快適で心穏やかに過ごしたいという思いは共通です。そんな患者さんやご
家族の入院・通院生活をより良いものにするべく、まさに「人道・博愛」の赤十字精神で活動されてい
るのが、日赤医療センターの「院内ボランティア」。きっかけやモチベーションはさまざまですが、み
なさんから共通して聞かれたのは「ボランティアさせてもらえてありがたい」という言葉でした。
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く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
せ
て
も
ら
え
る
の
が
あ
り
が

た
い
で
す
」と
も
。

　

女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ

の
乳
児
院
で
す
が
、「
高
い
高
い
と
か
男
性
な
ら

で
は
の
遊
び
方
も
あ
り
ま
す
し
、
遊
び
相
手
に
な

れ
る
男
性
は
貴
重
で
す
」と
心
強
い
エ
ー
ル
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

楽
し
く
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ん
て

 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
隙
間
産
業
で
す
」。が
ん
に
よ

る
苦
痛
を
や
わ
ら
げ
る
緩
和
ケ
ア
病
棟
で
18
年

に
わ
た
っ
て
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
い
る

矢
吹
陽
子
さ
ん
は
語
り
ま
す
。「
困
っ
て
い
る
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
を
見
か
け
た
ら
声
を
掛
け
て

み
る
と
か
、
気
に
な
っ
た
細
か
な
汚
れ
を
き
れ
い

に
す
る
と
か
、
ち
ょ
っ
と
気
づ
い
た
隙
間
を
埋
め

て
い
く
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
思
う
ん
で
す
。

家
の
汚
れ
も
、
他
人
の
ほ
う
が
よ
く
気
が
つ
き
ま

す
よ
ね
。
本
職
で
あ
る
看
護
師
さ
ん
や
看
護
助
手

さ
ん
で
は
な
く
、
他
人
の
目
、
主
婦
の
目
が
お
役

に
立
て
る
こ
と
は
多
い
ん
で
す
」

　

緩
和
ケ
ア
病
棟
で
の
活
動
は
、
ベ
ッ
ド
の
シ
ー

ツ
交
換
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
い
っ
た
も
の
か
ら
、
花

瓶
の
水
換
え
、食
器
洗
い
、患
者
さ
ん
や
ご
家
族
と

の
会
話
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
こ
う
し
た
活

動
を
続
け
る
う
え
で「
自
分
な
り
の
楽
し
み
を
見

つ
け
る
こ
と
」が
大
切
だ
と
矢
吹
さ
ん
は
語
り
ま

す
。「
楽
し
く
な
い
と
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は

行
っ
て
み
て
、
自
分
が
楽
し
め
そ
う
だ
と
思
っ
た

と
こ
ろ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
の
が
一
番
で
す
」

「
渋

カ
ツ
九
〇
歳
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
２
回
目

は
、
大
正
十
四
年
う
ま
れ
の
吉
田
茂

夫
さ
ん
に
元
代
々
木
の
ご
自
宅
で
お
会
い
し
、
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

長
く
渋
谷
区
議
を
つ
と
め
ら
れ
、
ま
た
赤
十
字

奉
仕
団
の
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
吉
田
さ
ん
。
前
頁

で
日
赤
の
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
が
、
そ
の
赤
十
字
の
活
動
を
支
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
大
先
輩
に
こ
の
頁
で
ご
登
場
い
た
だ

け
る
と
は
、
有
り
難
い
巡
り
合
わ
せ
で
す
。

 

「
僕
は
土
地
っ
子
」と
語
る
吉
田
さ
ん
。ベ
ー
ゴ
マ

が
得
意
の
ガ
キ
大
将
で「
焼
い
て
食
べ
る
ほ
ど
蜻

蛉
を
採
っ
た
」子
ど
も
の
頃
も
、
出
征
し
た
の
も

復
員
し
た
の
も
、
焼
け
落
ち
た
実
家
の
蕎
麦
屋
を

建
て
直
す
と
こ
ろ
か
ら
戦
後
の
歩
み
を
始
め
た

の
も
、
小
田
急
の
笛
が
聞
こ
え
る
こ
の
街
で
し
た
。

 

「
人
の
幸
せ
は
自
分
の
幸
せ
」が
口
癖
。近
く
の
養

護
施
設
の
世
話
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
今
も
、「
こ

ん
な
素
晴
ら
し
い
施
設
に
入
れ
た
こ
と
は
幸
せ
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
赤
十
字
奉
仕

団
の
実
績
が
称
え
ら
れ
表
彰
を
受
け
た
こ
と
が

い
ち
ば
ん
の
誇
り
で
す
。

「90歳を傾聴せよ！」in
“土地っ子 ”吉田茂夫さん（93歳）は
日赤ボランティアの大先輩でした。

シブカツ
90歳

ヒアリング
プロジェクト

院内ボランティア 活動開始までのステップ
院内ボランティアとして活動するためのステップはこちら。春
と秋の年２回、日本赤十字社医療センターのホームページに
お知らせが出るので、そちらもチェック。

Step1	 ボランティア活動申込書を提出
Step2	 ボランティアオリエンテーション（説明会）への参加

と個別面談
Step3	 健康診断の受診（病院負担）とボランティア保険（自

己負担）への加入
Step4	 健康診断の結果とともに活動初日の案内が病院か

ら届く
Step5	 ボランティア活動開始（オリエンテーションの約１ヵ

月後）
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当たり前のことができないのが発達障害。

日常生活の当たり前のことを指導してくれる

大人の「生活支援員」ボランティア大募集。

ご
自
身
が
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
な
ん
で
す
ね
？

実
は
母
が
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
で
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー

な
ん
で
す
。
す
ご
く
フ
ァ
ン
キ
ー
な
人
で
、
家
事

が
で
き
な
い
し
空
気
が
読
め
な
い
。
で
も
絵
が
得

意
で
主
義
主
張
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
ひ
と
。
家

事
は
父
や
姉
が
代
わ
り
に
や
っ
て
い
た
け
ど
、
う

ち
で
は
そ
れ
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
社
会
に
出
た
と
き
に
、
あ
っ
、
こ
の
人
も
発

達
障
害
な
ん
だ
と
分
か
る
人
が
た
く
さ
ん
い
た

け
ど
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
人
は
少
な
く

て
と
て
も
生
き
辛
そ
う
だ
な
と
思
え
た
。

仕
事
が
一
段
落
し
、
す
ぐ
会
社
を
立
ち
上
げ
た
。

　

自
分
に
は
Ｉ
Ｔ
し
か
で
き
な
い
し
、
発
達
障
害

の
人
に
で
き
る
こ
と
も
ま
ず
Ｉ
Ｔ
か
な
と
思
っ
て

こ
の
会
社
を
始
め
て
み
ま
し
た
。
株
式
会
社
に
し

て
い
ま
す
け
ど
福
祉
事
業
者
。
発
達
障
害
者
の
た

め
の
雇
用
を
つ
く
る
こ
と
が
仕
事
で
す
。

　

渋
谷
に
開
設
し
た
の
は
、
も
と
も
と
渋
谷
が
好

き
だ
っ
た
こ
と
と
、
こ
の
事
業
を
や
る
の
に
渋
谷

以
外
に
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
。
発
達
障
害
者

の
就
労
移
行
支
援
施
設
で
Ｉ
Ｔ
を
教
え
る
こ
と

を
考
え
た
と
き
に「
私
は
渋
谷
で
や
っ
て
い
ま
す
」

と
い
う
と
響
き
が
い
い
で
す
か
ら
。
就
職
先
に
な

る
Ｉ
Ｔ
関
連
会
社
も
渋
谷
に
多
い
で
す
し
ね
。

応
募
で
き
る
の
は
発
達
障
害
者
だ
け
？

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
発
達
障
害
の
ほ
う
に
適

性
が
あ
る
の
も
確
か
。
応
募
資
格
は
発
達
障
害
の

診
断
を
受
け
て
い
て
受
給
者
証
が
あ
り
、
就
職
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
。
２
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
就
職
を
目
指
す
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
自
主
養
成
講
座
で
す
が
、
Ｐ
Ｃ
さ
え

使
え
れ
ば
学
歴
不
問
だ
し
最
初
は
何
も
わ
か
ら

な
く
て
大
丈
夫
。
い
ま
も
開
設
当
時
も
20
〜
30
人

在
籍
し
て
い
ま
す
。
20
代
の
若
い
人
が
中
心
で
す

が
、
50
代
も
い
ま
す
よ
。

60
前
の
人
は
支
援
さ
れ
る
側
に
も
回
る
？

　

下
は
18
歳
か
ら
上
は
65
歳
ま
で
受
け
入
れ
ま

す
。
発
達
障
害
は
20
人
に
１
人
の
割
合
で
生
じ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
診
断
を
受
け
て
い
る
人

は
わ
ず
か
。
よ
く「
空
気
が
読
め
な
い
」と
言
わ
れ

る
人
や
、
僕
の
よ
う
に
歯
を
磨
く
こ
と
や
約
束
の

時
間
を
守
る
こ
と
が
苦
手
な
人
は
、
そ
の
可
能
性

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
心
療
内
科
で
テ
ス

ト
を
受
け
て
み
た
ら
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

も
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
も
ら
え
る
な
ら
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
以
外
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い

た
い
。
フ
ェ
ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
と
い
う
ボ
デ
ィ
ワ

ー
ク
と
か
道
徳
の
授
業
も
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
悟
り
と
は
何
か
」な
ん
て
、発
達
障
害
を
理
解

し
て
い
な
く
て
も
教
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

健
常
者
で
も
悟
り
は
難
し
い
と
思
う
け
ど（
笑
）

　

い
ち
ば
ん
来
て
ほ
し
い
の
は
、そ
う
、「
生
活
支

援
員
」で
す
ね
。
生
活
習
慣
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く

れ
た
り
、相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
人
が
欲
し
い
。た

だ「
き
ち
ん
と
や
ろ
う
ね
」
と
掛
け
声
を
か
け
る

だ
け
で
は
難
し
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
普
段
の
生

活
の
中
で
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
理
想
。
で

き
な
い
こ
と
を
代
わ
り
に
や
っ
て
も
ら
う
と
か
、

で
き
る
ま
で
見
守
っ
て
く
れ
る
と
か
、
グ
ル
ー
プ

で
話
し
合
う
と
き
に
横
に
座
っ
て
い
て
も
ら
う
と

か
。
そ
う
い
う
生
活
支
援
的
な
文
脈
で
手
伝
っ
て

も
ら
え
る
と
有
り
難
い
。

歯
が
磨
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
？

　

自
分
は
結
婚
し
て
か
ら
歯
を
磨
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
嫁
が
つ
い
て
い
て
く
れ
る
か
ら
。
つ

ま
り
嫁
は
僕
の
生
活
支
援
員
な
ん
で
す
ね（
笑
）

発達障害者のための就労支援
「GFTD WORKS」

GFTD WORKS（ギフテッド・ワークス）代表の河崎純真さん。ご自身も学生時代にＡＤＨ
Ｄの診断を受けた発達障害者です。中学卒業の頃からエンジニアとして活躍し、現在は名
うての「ホワイトハッカー」として知られる河崎さん。障害者だからという理由で才能を活
かせない社会に疑問をもち、きっと特別なギフト（才能）があるにちがいない発達障害の人
が、２年かけてプログラミングのスキルを身につけ社会進出できる場を渋谷で立ち上げま
した。才能はあっても卒業するまでの道のりは決して平坦ではない受講生に愛の手を！

03

しぶや
ボラセン

03-5457-2200
「渋カツナビをみた」
とお伝えください
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２８

☎
「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

Let’s join a “neighborhood association”!
The association has delights for you.

町会に入りましょう！

「わたしの地域デビュー」
神泉町会長　楢村 淳さん

町会の加入などについてお問い合わせはこちらへ

渋谷区町会連合会事務局
☎︎ 03-3463-1649

　わが神泉町の最寄り駅は京王井の頭線神泉駅です。閑静な住宅地の場所柄からか、私を含め町会役
員の多くは元サラリーマンです。長い会社勤めの後、私は定年後に元の会社の顧問の話をもらいまし
たが、ほぼ、同時期に地域で民生委員という役にも就くことになり、それがきっかけで地域活動の仲
間入りをすることとなりました。民生委員には定年があり卒業しましたが、地域の町会活動では、い
つの間にか町会長になっていました。
　さて、神泉町会ではいくつかの特徴的な事業を行っています。まず、地域の人の暮らしに役立つ町
会誌「神泉町会だより」を年２回発行し、町会役員が各町会員向けに直接、配っています。
　また、近くにある区の地域交流センター大向では地域の町会（全19町会）と協力して落語会などの
行事を定期的に開催しています。町会の事業はさまざまありますが、とにかく地域を元気にしたい、
という思いを持つことが大切だと思っています。
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1964もってませんか？ 「一般社団法人1964 TOKYO VR」 ※ホームページあり

ひまわりでおもてなし。 「ひまわりガーデン代官山坂実行委員会」

パソコン ？経験ありますが。 「渋谷パソねっと」 ※ホームページあり

“聞く耳”を貸してください。 「杜の風・上原」 ※ホームページあり

おしゃべりで国際貢献。 「スペース・アイ」 

昔の渋谷の写真を集め、最新のテクノロジー
を駆使して、渋谷の過去の街並みを三次元で
再現するプロジェクトを推進している団体
です。

代官山の再開発でうまれた中央分離帯に、ひ
まわりを植えて緑化するプロジェクトを10年
以上継続。2020年の夏には渋谷区中でひまわ
りを咲かせて「おもてなし」できることを目
指す取り組みです。

区内の高齢者・障がい者を対象にパソコン学
習をとおして交流を図りながら情報格差の
ない社会を目指す活動に取り組む団体です。

特別養護老人ホームのショートステイとデ
イサービスの施設です。

慣れない暮らしを応援し、交流することで互
いの理解を深める小さな国際貢献を目指す
活動です。日本文化の体験、会員相互の親睦
も企画しています。

★押し入れに眠っている1964年当時のアルバム写真
を提供いただけるボランティアを募集しています。

★花が咲くまでのひまわり花壇の水やり、咲いた後の
種取り、種取り後には根を抜いて処理するまでの作業
をお手伝いいただけるボランティアを募集しています。

★総合ケアコミュニティ・せせらぎで行っている「せ
せらぎ平日サロン」（毎月２回木曜日午後）または「せ
せらぎ土曜サロン」（毎月２回土曜日午後）で、高齢者
や障がい者のパソコン学習をお手伝いしていただくボ
ランティアを募集しています。

★傾聴ボランティアのほか、植栽管理、車いすの整備、
行事・イベントのお手伝い、麻雀・囲碁・将棋など趣味
活動のお相手をしていただけるボランティアを募集し
ています。

★日本で暮らす外国人と「日本語でおしゃべり」する
ボランティアを募集します（週に1度、2時間程度、外
国の方と日本語でおしゃべりしてください。暮らしに必
要な日本語を覚え、日本の生活になじんでもらうこと
が目的で、日本語を教える日本語教室とは異なります）。 

03-5457-2200
「渋カツナビをみた」
とお伝えください

しぶや
ボラセンボランティア求む

いろんな活動がカンレキを迎えるあなたの参加を待っています。

掲示板
B

さあ、
おとなりさんと
何しよう。

2019年 6月2日（日曜日）
shibuya-otonari . jp

渋谷区からのご提案。６月の第一日曜日を“ふだん話す機会の少ない
近隣の人ともっと顔見知りになる日”にしませんか。その名も、渋谷お
となりサンデー。ご近所の人たちと食べ物や飲み物を持ち寄ったり、お近く
のお店どうしでイベントを企画したり、地域の清掃に参加したり。大小さまざ
まな交流を、みんなで同じ日に一斉に行い、渋谷らしく楽しい地域活動
のお祭りにしましょう。今年は６月2日。さあ、おとなりさんと何しよう。

渋谷おとなりサンデー _A4 フライヤー omote 入稿
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ま
た
た
く
間
に
急
拡
大
し
今
で
は
全
国
に
二
千

ヶ
所
以
上
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
と
い
う「
子

ど
も
食
堂
」。
そ
の
多
く
が
、
満
足
に
食
べ
る
こ
と
も

難
し
い
貧
困
の
状
態
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
食
事
の

機
会
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
取
組
み
で
す
。
で
も
、渋

谷
区
の「
こ
ど
も
テ
ー
ブ
ル
」は
そ
れ
と
は
ち
ょ
っ
と

趣
向
が
ち
が
い
ま
す
。
…
名
前
も
ち
が
い
ま
す
！

　

も
ち
ろ
ん
食
べ
ら
れ
な
く
て
困
っ
て
い
る
子
ど
も

は
助
け
ま
す
。食
べ
る
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と
は
大

事
で
す
が
、決
し
て
食
べ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
る
食
堂
に

な
り
た
い
の
で
は
な
く
、学
ん
だ
り
遊
ん
だ
り
話
し
合

っ
た
り
す
る
た
め
に
、み
ん
な
が
自
由
に
囲
め
る
テ
ー

ブ
ル
を
目
指
す
も
の
。い
ろ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
地
域

の
い
ろ
ん
な
大
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
成
長
す
る
機

会
。
子
ど
も
を
主
役
に
、
渋
谷
の
ひ
と
の
、
渋
谷
の
ひ

と
に
よ
る
、
渋
谷
の
ひ
と
の
た
め
の
、
地
域
の
教
育
の

場
が「
こ
ど
も
テ
ー
ブ
ル
」で
す
。

　

隣
人
愛
と
ご
近
所
の
底
力
が
発
揮
さ
れ
た
個
性
ゆ

た
か
な
テ
ー
ブ
ル
が
続
々
と
誕
生
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ

関
心
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。よ
か
っ
た
ら
力
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
渋
谷
の
子
ど
も
た
ち
と
、わ
た
し
た
ち
自

身
の
未
来
の
た
め
に
。

食堂じゃないよ、
テーブルだよ〜
食べるだけじゃない、
子どもといっしょに
地域が成長する機会〜

「こどもテーブル」

「お菓子の家づくり」に挑戦した代々木こどもテーブル春の小川の参加者のみなさん（2018.12.1）

「こ」の目印が

目にはいらぬか!?

こ

Neighborhood Educat
io

n

テ
ー
ブ
ル
は
個
性
い
ろ
い
ろ

　

２
０
１
９
年
１
月
現
在
21
ヶ
所
で
実
施
さ

れ
て
い
る「
こ
ど
も
テ
ー
ブ
ル
」。
お
お
む
ね

ど
の
地
区
で
も
月
１
、
２
回
の
ペ
ー
ス
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
同
じ
会
議
室
テ
ー

ブ
ル
を
使
う
に
し
て
も
、
地
区
ご
と
に
テ
ー

ブ
ル
の
個
性
は
種
々
様
々
。
食
堂
タ
イ
プ
の

も
の
と
し
て
は
、
公
共
施
設
の
キ
ッ
チ
ン
を

使
っ
て
行
わ
れ
る
テ
ー
ブ
ル
や
、
老
人
ホ
ー

ム
で
世
代
を
越
え
て
囲
ま
れ
る
テ
ー
ブ
ル
も
。

ま
た
教
会
や
企
業
の
社
屋
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
拠
点

な
ど
で
も
テ
ー
ブ
ル
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
。「
居
場
所
・
学
習
支
援
」
を
目
的
と

す
る
も
の
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も

向
け
の
学
習
支
援
や
、
不
登
校
児
や
発
達
障

害
傾
向
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
向
け
の
活
動
、

さ
ら
に「
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
英
語
を
学
ぶ
」
と
い
う
目
的
の

テ
ー
ブ
ル
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

晩
ご
は
ん
プ
ラ
ス
α

　

上
原
地
区
の「
上
富
ダ
イ
ニ
ン
グ
」(

第
三
木

曜
16
時
〜)

で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
中
学
生
と
宿
題
、も
し
く
は
遊
ん
で
か

ら
、
調
理
の
お
手
伝
い
も
し
て
の
晩
ご
は
ん
。

中
学
生
の
地
域
活
動
が
す
っ
か
り
定
着
し
て

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
、子

ど
も
た
ち
か
ら
名
前
で「
お
ー
い
！
」と
呼
び

合
う
間
柄
で
過
ご
す
時
間
は
と
て
も
楽
し
そ

う
。
初
台
地
区
の「
代
々
木
こ
ど
も
テ
ー
ブ
ル 

春
の
小
川
」（
第
一
火
曜
16
時
〜
）で
は
、
ご
飯

の
前
に
英
語
の
教
室
が
。〝
お
べ
ん
き
ょ
う
〟で

は
な
い
か
ら
か
、子
ど
も
た
ち
も
終
始
ニ
コ
ニ

コ
。
そ
し
て
、ご
飯
の
あ
と
体
育
室
で
目
を
輝

か
せ
て
遊
ぶ
の
は
、
笹
塚
地
区
の「
さ
さ
は
た

っ
こ
」（
第
二
金
曜
17
時
～
）の
子
ど
も
た
ち
。

め
ざ
せ
百
テ
ー
ブ
ル
！

　

一
度
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
渋
谷
区
こ
ど
も
テ

ー
ブ
ル
」を
の
ぞ
い
て
く
だ
さ
い
。
お
近
く
に

は
ど
ん
な
テ
ー
ブ
ル
が
あ
る
か
お
た
し
か
め

い
た
だ
け
ま
す
。
ど
の
テ
ー
ブ
ル
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
よ
。

ま
た
助
成
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
り
ま

す
。
あ
な
た
が
新
し
い
テ
ー
ブ
ル
の
発
起
人

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
♪

笹塚地区「ささはたっこ」

上原地区「上富ダイニング」

初台地区「代々木こどもテーブル春の小川」
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「渋谷生涯活躍ネットワーク・シブカツ」が７月にオープン

　２０１９年７月、渋谷ヒカリエ8階に「渋谷生涯活躍ネットワーク・シブカツ」をオープン
します。
　「シブカツ」は、プレシニア世代からアクティブシニア世代をターゲットとした、新たな生
きがいを見いだす場です。
　ここでは区が実施している事業を始め、様々な社会活動の情報を一元的に集めて、利用者
のニーズに合った情報を発信していきます。
　また、実際に社会活動を行っている経験者によるセミナー等の開催や、スキルを活かした
社会参加の機会を提供するなど、これから働きたいと感じている方を支援する取り組みも行
なっていきます。
　さらに、S-SAP協定を締結している区内８大学や民間企業と連携した渋谷区ならではの新
たな学びの場、その名も「渋谷ハチコウ大学」を開校いたします。
　ハチコウ大学は区内8校の大学に加え、民間企業やNPO等のハブとなり、今までにない新
たな学びを提供します。
　また、学生登録制度を導入し、登録された方は、「各大学の特色を活かした講座」や「日常
生活に密着し、専門性に特化した企業講座」、「NPO等と連携した自主企画講座」に優先的に
参加できるようになります。
　大学修了者は、ハチコウ大学独自の学位を取得することができ、その後は、学んだ内容の成
果の発表、地域のコミュニティ活動を希望する人が円滑に活動へ参加できる仕組みを構築し
ていきます。
　多くの区民の方のセカンドライフが豊かになることを目指して、このシブカツの取り組み
を推進していきます。

■問合せ先　（３月まで）  福祉部高齢者福祉課サービス事業係
　　　　　　（４月から）  福祉部生涯活躍推進課生涯活躍推進係　

☎０３－３４６３－１２１１（代表）
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